
地方財政審議会付議（説明）案件

令和３年２月１９日（金） 

（案件名）  

・地方揮発油譲与税法施行規則及び自動車重量譲与税法施行規則の改正に

ついて（決裁案件）

○ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 法 （ 昭 和 3 0 年 法 律 第 1 1 3 号 ）

（地方財政審議会の意見の聴取）

第７条の２ 総務大臣は、次に掲げる場合には、地方財政審議会の意見を聴かなけ

ればならない。 

一 略 

二 第２条第１項、第４項、第６項（第３条第２項において準用する場合を含む。）

若しくは第８項、第３条第１項又は前条の総務省令を制定し、又は改廃しよう

とするとき。 

三 略

○ 自 動 車 重 量 譲 与 税 法 （ 昭 和 4 6 年 法 律 第 9 0 号 ）

（地方財政審議会の意見の聴取）

第６条の２ 総務大臣は、第２条第１項若しくは第３項、第２条の２第２項若しく

は前条の総務省令を制定し、若しくは改廃しようとするとき、又は市町村及び都

道府県に対して譲与すべき自動車重量譲与税を譲与しようとするときは、地方財

政審議会の意見を聴かなければならない。 

自治税務局 企画課 

 課長補佐  西村 高則

（内２３５１１）



令和３年２月 

   総  務  省 

１ 主な改正の内容 

（１）地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税の譲与基準に用いる自家用の乗用車の台数

に錯誤があった場合の措置について、規定の整備を行う。 

（２）地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税の額の算定に用いる資料の提出義務につい

て規定の明確化を行う。 

（３）地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税の譲与基準に用いる道路の延長・面積の補

正に用いる人口に設けられた被災市町村に係る特例の適用期限を、令和３年度まで延

長する。 

２ 施行期日 

（１）公布の日（地方揮発油譲与税法施行規則については、令和16年４月１日） 

（２）公布の日（地方揮発油譲与税法施行規則については、令和16年４月１日） 

（３）令和３年４月１日 

地方揮発油譲与税法施行規則及び自動車重量 

譲与税法施行規則の一部を改正する省令の概要 
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○
総
務
省
令
第

号

地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
十
三
号
）
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

九
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年

月

日

総
務
大
臣

武
田

良
太

地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規

定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定

を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す

る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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＋

×

＋

改

正

後

改

正

前

（
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
）

（
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
）

第
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
一
般
国
道
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
係
る
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の

第
七
条

都
道
府
県
知
事
及
び
指
定
市
の
長
は
、
一
般
国
道
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
係
る
地
方

額
の
算
定
に
用
い
る
道
路
の
延
長
及
び
面
積
に
関
す
る
資
料
及
び
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る

揮
発
油
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
道
路
の
延
長
及
び
面
積
に
関
す
る
資
料
を
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
に
関
す
る
資
料
を
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

２

指
定
市
の
長
は
、
一
般
国
道
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
係
る
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
額
の
算

［
新
設
］

定
に
用
い
る
道
路
の
延
長
及
び
面
積
に
関
す
る
資
料
を
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

［
略
］

２

［
同
上
］

（
譲
与
す
べ
き
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合
の
措
置
）

（
譲
与
す
べ
き
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合
の
措
置
）

第
八
条

地
方
揮
発
油
譲
与
税
を
都
道
府
県
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ

第
八
条

地
方
揮
発
油
譲
与
税
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定

つ
た
た
め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
を

に
錯
誤
が
あ
つ
た
た
め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
錯
誤
が
あ

発
見
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県

つ
た
こ
と
を
発
見
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
、
当

に
譲
与
す
べ
き
額
に
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を

該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
譲
与
す
べ
き
額
に
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か

減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
に
係
る
道
路
の
延
長
若
し
く
は
面
積
又
は
自

ら
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
道

家
用
の
乗
用
車
の
台
数
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

路
の
延
長
又
は
面
積
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、
次
の
算
式
に
よ
つ
て
得
た
率

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
生
ず
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤
が
あ
つ
た
年
度
に

一

当
該
都
道
府
県
に
係
る
道
路
の
延
長
又
は
面
積
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合

次
の
算
式
に
よ
り
得
た
率
（
小

お
い
て
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
譲
与
し
た
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
生
ず
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤
が
あ
つ
た
年
度
に
お

錯
誤
を
修
正
し
た
道
路
の
延
長
－
譲
与
の
基
準
と

錯
誤
を
修
正
し
た
道
路
の
面
積
－
譲
与
の
基
準
と

い
て
当
該
都
道
府
県
に
譲
与
し
た
地
方
揮
発
油
譲
与
税
（
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
譲
与
し
た
も
の

な
つ
た
道
路
の
延
長

な
つ
た
道
路
の
面
積

に
限
る
。
）
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額

譲
与
の
基
準
と
な
つ
た
道
路
の
延
長

譲
与
の
基
準
と
な
つ
た
道
路
の
面
積

錯
誤
を
修
正
し

譲
与
の
基
準
と
な

錯
誤
を
修
正
し

譲
与
の
基
準
と
な

２

た
道
路
の
延
長

つ
た
道
路
の
延
長

た
道
路
の
面
積

つ
た
道
路
の
面
積

１

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
譲
与
時
期
に
お
い
て
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
す
る
額
は
、
法

譲
与
の
基
準
と
な

譲
与
の
基
準
と
な

２

第
四
条
の
規
定
に
よ
つ
て
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
前
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
減
額
し
、
及
び
こ

つ
た
道
路
の
延
長

つ
た
道
路
の
面
積

れ
に
同
項
の
減
額
す
べ
き
額
を
加
算
し
て
得
た
額
を
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
る
法
第
四
条
の
譲
与
額
と
し
て

二

当
該
都
道
府
県
に
係
る
自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合

次
の
算
式
に
よ
り
得
た
率

算
定
し
た
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
に
前
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
加
算
し
、

（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
生
ず
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤
が
あ
つ
た
年
度

又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
当
該
減
額
す
べ
き
額
を
減
額
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す

に
お
い
て
当
該
都
道
府
県
に
譲
与
し
た
地
方
揮
発
油
譲
与
税
（
法
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
譲
与
し
た

る
。

も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額

３

第
一
項
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
譲
与
す
べ
き
額
に
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
減
額
す
べ

錯
誤
を
修
正
し
た
自
家

譲
与
の
基
準
と
な
つ
た
自

き
錯
誤
に
係
る
額
に
千
円
未
満
の
端
数
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
も
つ
て
、

用
の
乗
用
車
の
台
数

家
用
の
乗
用
車
の
台
数

当
該
錯
誤
に
か
か
る
額
と
す
る
。

譲
与
の
基
準
と
な
つ
た
自

家
用
の
乗
用
車
の
台
数

２

地
方
揮
発
油
譲
与
税
を
市
町
村
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た
た

3



め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
を
発
見
し

た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
に
譲
与
す

べ
き
額
に
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
当
該
錯
誤
に
係
る
額
を
減
額
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
に
係
る
道
路
の
延
長
又
は
面
積
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
式
に
よ
り
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の

端
数
が
生
ず
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤
が
あ
つ
た
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
に
譲
与

し
た
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
二
項
の
譲
与
時
期
に
お
い
て
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
す
る
額

は
、
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
前
二
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
減
額
し
、

及
び
こ
れ
に
前
二
項
の
減
額
す
べ
き
額
を
加
算
し
て
得
た
額
を
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
る
同
条
の
譲
与
額
と

し
て
算
定
し
た
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
に
前
二
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
加

算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
か
ら
当
該
減
額
す
べ
き
額
を
減
額
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の

と
す
る
。

４

第
一
項
後
段
又
は
第
二
項
後
段
の
錯
誤
に
係
る
額
に
千
円
未
満
の
端
数
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
を
控
除
し
た
金
額
を
も
つ
て
、
当
該
錯
誤
に
係
る
額
と
す
る
。

附

則

附

則

［
１
～
４

略
］

［
１
～
４

同
上
］

５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
算

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
地
方
揮
発
油
譲
与
税

定
に
係
る
第
五
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
の
規
定
（
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
人
口
に
係
る
部
分
に
限

の
算
定
に
係
る
第
五
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
の
規
定
（
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
人
口
に
係
る
部
分

る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
第
五
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
第
五
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

［
表
略
］

［
表
同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

4



（
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
自
治
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

5



改

正

後

改

正

前

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
）

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
）

第
四
条

［
略
］

第
四
条

［
同
上
］

２

都
道
府
県
知
事
は
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
に
関
す
る
資
料

［
新
設
］

を
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
譲
与
す
べ
き
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合
の
措
置
）

（
譲
与
す
べ
き
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た
場
合
の
措
置
）

第
五
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
を
市
町
村
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ

第
五
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
を
市
町
村
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ

た
た
め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
錯
誤
が
あ
つ
た

た
た
め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
錯
誤
が
あ
つ
た

こ
と
を
発
見
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
当
該
錯
誤

こ
と
を
発
見
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
当
該
錯
誤

に
係
る
額
を
当
該
譲
与
す
べ
き
額
に
加
算
し
、
又
は
こ
れ
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

に
係
る
額
を
当
該
譲
与
す
べ
き
額
に
加
算
し
、
又
は
こ
れ
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
市
町
村
に
係
る
道
路
の
延
長
又
は
面
積
（
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
補
正
を
し
た
後
の
延
長
又
は
面
積

て
、
当
該
市
町
村
に
係
る
道
路
の
延
長
又
は
面
積
（
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
補
正
を
し
た
後
の
延
長
又
は
面
積

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、
次
の

を
い
う
。
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、
次
の
算

算
式
に
よ
り
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤

式
に
よ
つ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を
錯
誤

が
あ
つ
た
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
に
譲
与
し
た
自
動
車
重
量
譲
与
税
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

が
あ
つ
た
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
に
譲
与
し
た
自
動
車
重
量
譲
与
税
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

［
算
式
略
］

［
算
式
同
上
］

２

自
動
車
重
量
譲
与
税
を
都
道
府
県
に
譲
与
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
譲
与
し
た
額
の
算
定
に
錯
誤
が
あ
つ
た

［
新
設
］

た
め
、
譲
与
し
た
額
を
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
錯
誤
が
あ
つ
た
こ

と
を
発
見
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
譲
与
時
期
の
う
ち
総
務
大
臣
が
定
め
る
譲
与
時
期
に
お
い
て
当
該
錯
誤
に

係
る
額
を
当
該
譲
与
す
べ
き
額
に
加
算
し
、
又
は
こ
れ
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
都
道
府
県
に
係
る
自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
に
錯
誤
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
錯
誤
に
係
る
額
は
、

次
の
算
式
に
よ
り
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
を

錯
誤
が
あ
つ
た
年
度
に
お
い
て
当
該
都
道
府
県
に
譲
与
し
た
自
動
車
重
量
譲
与
税
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。錯

誤
を
修
正
し
た
後
の

錯
誤
を
修
正
す
る
前
の

自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数

自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数

錯
誤
を
修
正
す
る
前
の

自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
二
項
の
譲
与
時
期
に
お
い
て
各
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
譲
与
す
る
額

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
譲
与
時
期
に
お
い
て
各
市
町
村
に
譲
与
す
る
額
は
、
法
第
三
条
の
規
定

は
、
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
前
二
項
の
加
算
す
べ
き
額
の
合
算
額
を

に
よ
つ
て
当
該
譲
与
時
期
に
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
前
項
の
加
算
す
べ
き
額
の
合
算
額
を
減
額
し
、
及
び
こ
れ
に

減
額
し
、
及
び
こ
れ
に
前
二
項
の
減
額
す
べ
き
額
の
合
算
額
を
加
算
し
て
得
た
額
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
各
市

同
項
の
減
額
す
べ
き
額
の
合
算
額
を
加
算
し
て
得
た
額
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
各
市
町
村
に
譲
与
す
べ
き
額
に

町
村
及
び
都
道
府
県
に
譲
与
す
べ
き
額
に
前
二
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か

前
項
の
加
算
す
べ
き
額
を
加
算
し
、
又
は
当
該
譲
与
す
べ
き
額
か
ら
当
該
減
額
す
べ
き
額
を
減
額
し
て
得
た
額

ら
当
該
減
額
す
べ
き
額
を
減
額
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
後
段
又
は
第
二
項
後
段
の
錯
誤
に
係
る
額
に
千
円
未
満
の
端
数
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

３

第
一
項
後
段
の
錯
誤
に
係
る
額
に
千
円
未
満
の
端
数
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
控
除
し
た
金

額
を
控
除
し
た
金
額
を
も
つ
て
、
当
該
錯
誤
に
係
る
額
と
す
る
。

額
を
も
つ
て
、
当
該
錯
誤
に
係
る
額
と
す
る
。

附

則

附

則

［
１
～
４

略
］

［
１
～
４

同
上
］
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５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
算

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
算

定
に
係
る
第
三
条
第
六
項
本
文
及
び
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

定
に
係
る
第
三
条
第
六
項
本
文
及
び
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

て
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

［
表
略
］

［
表
同
上
］

［
６

略
］

［
６

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
七
条
及
び
第
八
条
の
改
正
規
定

令
和
十
六
年
四
月
一
日

8



 

地方揮発油譲与税法施行規則第８条及び自動車重量譲与税法施行規則第５条関係 

【参照条文】 

○地方揮発油譲与税法（昭和 30年 8月 1日法律第 113 号） ［令和 16年 4月 1日施行］ 

（都道府県及び指定市に対する地方揮発油譲与税の譲与の基準） 

第二条 略 

２～６ 略 

７ 地方揮発油譲与税の千分の五十五に相当する額は、都道府県に対し、当該都道府県が地方税法

(昭和二十五年法律第二百二十六号)第百四十六条第一項若しくは第三項又は第百四十七条第一項

若しくは第二項の規定により自動車税の種別割を課した自家用の乗用車(三輪の小型自動車であ

るもの及び同法第百七十七条の十七の規定により自動車税の種別割を免除したものを除く。次項

において同じ。)の台数に按分して譲与するものとする。 

８ 前項の自家用の乗用車の台数は、総務省令で定めるところにより算定するものとする。 

 

（譲与すべき額の算定に錯誤があつた場合の措置） 

第七条 総務大臣は、地方揮発油譲与税を都道府県及び市町村に譲与した後において、その譲与し

た額の算定に錯誤があつたため、譲与した額を増加し、又は減少する必要が生じたときは、総務省

令で定めるところにより、当該増加し、又は減少すべき額を錯誤があつたことを発見した日以後

に到来する譲与時期において譲与すべき額に加算し、又はこれから減額した額をもつて当該譲与

時期において都道府県及び市町村に譲与すべき額とするものとする。 

 

 

○地方揮発油譲与税法施行規則（昭和 31年 3月 9日総理府令第 7号） ［令和 16年 4月 1日施行］ 

（自家用の乗用車の台数の算定） 

第六条の二 法第二条第七項の自家用の乗用車の台数の算定は、毎年度、前年の四月一日現在にお

いて行うものとする。 

 

（譲与すべき額の算定に錯誤があつた場合の措置） 

第八条 地方揮発油譲与税を都道府県及び市町村に譲与した後において、その譲与した額の算定に

錯誤があつたため、譲与した額を増加し、又は減額する必要が生じたときは、当該錯誤があつたこ

とを発見した日以後に到来する譲与時期のうち総務大臣が定める譲与時期において、当該都道府

県又は市町村に譲与すべき額に当該錯誤に係る額を加算し、又は当該譲与すべき額から当該錯誤

に係る額を減額するものとする。この場合において、当該都道府県又は市町村の道路の延長又は

面積に錯誤があつたことにより生じた錯誤に係る額は、次の算式によつて得た率（小数点以下三

位未満の端数が生ずるときは、これを四捨五入する。）を錯誤があつた年度において当該都道府県

又は市町村に譲与した地方揮発油譲与税の額に乗じて得た額とする。 

 

（（（錯誤を修正した道路の延長－譲与の基準となつた道路の延長）／譲与の基準となつた道路の

延長）＋（（錯誤を修正した道路の面積－譲与の基準となつた道路の面積）／譲与の基準となつた

道路の面積））／２ 

 

２ 前項の場合においては、同項の譲与時期において各都道府県及び市町村に譲与する額は、法第

四条の規定によつて当該譲与時期に譲与すべき額から前項の加算すべき額を減額し、及びこれに

同項の減額すべき額を加算して得た額を当該譲与時期に譲与する法第四条の譲与額として算定し
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た各都道府県及び市町村に譲与すべき額に相当する額に前項の加算すべき額を加算し、又は当該

譲与すべき額に相当する額から当該減額すべき額を減額して得た額とするものとする。 

３ 第一項の都道府県又は市町村に譲与すべき額に加算し、又は当該譲与すべき額から減額すべき

錯誤に係る額に千円未満の端数金額があるときは、その端数金額を控除した金額をもつて、当該

錯誤にかかる額とする。 

 

 

○自動車重量譲与税法（昭和 46年 5月 31日法律第 90号） 

（都道府県に対する自動車重量譲与税の譲与の基準） 

第二条の二 自動車重量譲与税の三百四十八分の十五に相当する額は、都道府県に対し、当該都道

府県が地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）第百四十六条第一項若しくは第三項又は第

百四十七条第一項若しくは第二項の規定により自動車税の種別割を課した自家用の乗用車（三輪

の小型自動車であるもの及び同法第百七十七条の十七の規定により自動車税の種別割を免除した

ものを除く。次項において同じ。）の台数に按分して譲与するものとする。 

２ 前項の自家用の乗用車の台数は、総務省令で定めるところにより算定するものとする。 

 

（譲与すべき額の算定に錯誤があつた場合の措置） 

第六条 総務大臣は、自動車重量譲与税を市町村及び都道府県に譲与した後において、その譲与し

た額の算定に錯誤があつたため、譲与した額を増加し、又は減少する必要が生じたときは、総務省

令で定めるところにより、当該増加し、又は減少すべき額を、錯誤があつたことを発見した日以後

に到来する譲与時期において譲与すべき額に加算し、又はこれから減額した額をもつて当該譲与

時期において市町村及び都道府県に譲与すべき額とするものとする。 

 

 

○自動車重量譲与税法施行規則（昭和 46年 7月 5日自治省令第 13号） 

（自家用の乗用車の台数の算定） 

第三条の二 法第二条の二第一項の自家用の乗用車の台数の算定は、毎年度、前年の四月一日現在

において行うものとする。 

 

（譲与すべき額の算定に錯誤があつた場合の措置） 

第五条 自動車重量譲与税を市町村に譲与した後において、その譲与した額の算定に錯誤があつた

ため、譲与した額を増加し、又は減少する必要が生じた場合においては、当該錯誤があつたことを

発見した日以後最初に到来する譲与時期（当該錯誤に係る額が本項後段に規定するものである場

合には、当該錯誤があつたことを発見した日の属する年度における最後の譲与時期）に到来する

譲与時期のうち総務大臣が定める譲与時期において当該錯誤に係る額を当該譲与すべき額に加算

し、又はこれから減額するものとする。この場合において、当該市町村に係る道路の延長又は面積

（第三条の規定による補正をした後の延長又は面積をいう。以下本項において同じ。）に錯誤があ

つたことにより生じた錯誤に係る額は、次の算式によつて得た率（小数点以下三位未満の端数が

あるときは、これを四捨五入する。）を錯誤があつた年度において当該市町村に譲与した自動車重

量譲与税額に乗じて得た額とする。 

 

｛（（錯誤を修正した後の道路の延長－錯誤を修正する前の道路の延長）／錯誤を修正する前の道路

の延長）＋（（錯誤を修正した後の道路の面積－錯誤を修正する前の道路の面積）／錯誤を修正す
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る前の道路の面積）｝×（1／2） 

 

２ 前項の場合においては、同項の譲与時期において各市町村に譲与する額は、法第三条の規定に

よつて当該譲与時期に譲与すべき額から前項の加算すべき額の合算額を減額し、及びこれに同項

の減額すべき額の合算額を加算して得た額に基づいて算定した各市町村に譲与すべき額に前項の

加算すべき額を加算し、又は当該譲与すべき額から当該減額すべき額を減額して得た額とするも

のとする。 

３ 第一項後段の錯誤に係る額に千円未満の端数金額があるときは、その端数金額を控除した金額

をもつて、当該錯誤に係る額とする。 
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地方揮発油譲与税法施行規則第７条及び自動車重量譲与税法施行規則第４条関係 

【参照条文】 

○地方揮発油譲与税法（昭和 30年 8月 1日法律第 113 号） 

（譲与額の算定に用いる資料の提出義務） 

第六条 都道府県知事及び市町村の長は、総務省令で定めるところにより、地方揮発油譲与税の額

の算定に用いる資料を総務大臣に（市町村の長にあつては、都道府県知事を経由して総務大臣に）

提出しなければならない。 

 

 

○地方揮発油譲与税法施行規則（昭和 31年 3月 9日総理府令第 7号） 

（地方揮発油譲与税の算定に用いる資料の提出） 

第七条 都道府県知事及び指定市の長は、一般国道、高速自動車国道及び都道府県道に係る地方揮

発油譲与税の額の算定に用いる道路の延長及び面積に関する資料を総務大臣の定めるところによ

り提出しなければならない。 

２ 市町村の長は、市町村道に係る地方揮発油譲与税の額の算定に用いる道路の延長及び面積に関

する資料を総務大臣の定めるところにより都道府県知事を経由して提出しなければならない。 

 

 

○自動車重量譲与税法（昭和 46年 5月 31日法律第 90号） 

（譲与額の算定に用いる資料の提出義務） 

第五条 市町村長及び都道府県知事は、総務省令で定めるところにより、自動車重量譲与税の額の

算定に用いる資料を総務大臣に（市町村長にあつては、都道府県知事を経由して総務大臣に）提

出しなければならない。 

 

 

○自動車重量譲与税法施行規則（昭和 46年 7月 5日自治省令第 13号） 

（自動車重量譲与税の算定に用いる資料の提出） 

第四条 市町村の長は、自動車重量譲与税の額の算定に用いる道路の延長及び面積に関する資料を

総務大臣の定めるところにより都道府県知事を経由して提出しなければならない。 
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地方揮発油譲与税法施行規則附則第５項及び自動車重量譲与税法施行規則附則第５項関係 

【参照条文】 

○地方揮発油譲与税法施行規則（昭和 31年 3月 9日総理府令第 7号） 

（第三条第二項等の人口） 

第五条 第三条第二項及び第四項並びに前条第三項及び第五項の人口は、前年度末までに官報で公

示された国勢調査のうち最近のものの結果による人口による。ただし、当該公示のあつた後にお

いて地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）第百七十六条第一項又は第百七十七条第一

項の規定に基づいて都道府県知事が当該都道府県又は市町村の人口を告示したときは、その人口

による。 

２ 市町村の昼間人口（従業地、通学地による人口が統計法（平成十九年法律第五十三号）第八条の

規定により前年度末までに公表されている国勢調査のうち最近のものの結果による当該人口をい

う。以下この条において同じ。）を当該市町村の常住人口（当該国勢調査の結果による官報で公示

された人口をいう。以下この条において同じ。）で除して得た率が一・一を超える市町村の前条第

三項及び第五項の人口は、前項の規定にかかわらず、昼間人口から常住人口に一・一を乗じて得

た人口を控除した人口の二分の一の人口（一人未満の端数があるときは、その端数を四捨五入す

る。）を同項の人口に加えた人口とする。 

３ （略） 

 

附 則 

５ 福島県南相馬市、双葉郡楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町及び葛尾村並びに相

馬郡飯舘村に対する平成三十年度から平成三十二年度までの各年度分の地方揮発油譲与税の算定

に係る第五条第一項本文及び第二項の規定（第四条第三項及び第五項の人口に係る部分に限る。）

の適用については、次の表の上欄に掲げる第五条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ

同表の下欄に掲げる字句とする。この場合において、同条第一項ただし書及び第三項の規定は、

適用しない。 

第一項 前年度末までに官報で公

示された国勢調査のうち

最近のものの結果による

人口 

平成二十二年の国勢調査の結果による当該市町村の人口

に、平成二十七年九月三十日において住民基本台帳法（昭

和四十二年法律第八十一号）に基づき住民基本台帳に記

載されている者の数を平成二十二年九月三十日において

同法に基づき住民基本台帳に記載されている者の数で除

して得た率（次項において「特例率」という。）を乗じて

得た人口（次項において「特例人口」という。） 

第二項 昼間人口（従業地、通学地

による人口が 

特例昼間人口（ 

により前年度末までに により 

国勢調査のうち最近のも

の 

平成二十二年の国勢調査 

当該人口をいう。以下こ

の項及び次項 

従業地、通学地による人口に特例率を乗じて得た人口を

いう。以下この項 

常住人口（当該国勢調査

の結果による官報で公示

特例人口 
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された人口をいう。以下

この条において同じ。） 

昼間人口から常住人口 特例昼間人口から特例人口 

同項の人口 特例人口 

 

○自動車重量譲与税法施行規則（昭和 46年 7月 5日自治省令第 13号） 

（道路の延長及び面積の補正） 

第三条 （略） 

２～５ （略） 

６ 第三項及び前項の人口は、前年度末までに官報で公示された国勢調査のうち最近のものの結果

による人口による。ただし、当該公示のあつた後において、地方自治法施行令（昭和二十二年政

令第十六号）第百七十七条第一項の規定に基づいて都道府県知事が当該市町村の人口を告示した

ときは、その人口による。 

７ 市町村の昼間人口（従業地、通学地による人口が統計法（平成十九年法律第五十三号）第八条の

規定により前年度末までに公表されている国勢調査のうち最近のものの結果による当該人口をい

う。以下この項及び次項において同じ。）を当該市町村の常住人口（当該国勢調査の結果による官

報で公示された人口をいう。以下この項及び次項において同じ。）で除して得た率が一・一を超え

る市町村の第三項及び第五項の人口は、前項の規定にかかわらず、昼間人口から常住人口に一・

一を乗じて得た人口を控除した人口の二分の一の人口（一人未満の端数があるときは、その端数

を四捨五入する。）を同項の人口に加えた人口とする。 

８～９ （略） 

 

附 則 

５ 福島県南相馬市、双葉郡楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町及び葛尾村並びに相

馬郡飯舘村に対する平成三十年度から令和二年度までの各年度分の地方揮発油譲与税の算定に係

る第五条第一項本文及び第二項の規定（第四条第三項及び第五項の人口に係る部分に限る。）の適

用については、次の表の上欄に掲げる第五条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表

の下欄に掲げる字句とする。この場合において、同条第一項ただし書及び第三項の規定は、適用

しない。 

第六項 前年度末までに官報で公

示された国勢調査のうち

最近のものの結果による

人口 

平成二十二年の国勢調査の結果による当該市町村の人口

に、平成二十七年九月三十日において住民基本台帳法（昭

和四十二年法律第八十一号）に基づき住民基本台帳に記

載されている者の数を平成二十二年九月三十日において

同法に基づき住民基本台帳に記載されている者の数で除

して得た率（次項において「特例率」という。）を乗じて

得た人口（次項において「特例人口」という。） 

第七項 昼間人口（従業地、通学地

による人口が 

特例昼間人口（ 

により前年度末までに により 

国勢調査のうち最近のも

の 

平成二十二年の国勢調査 

当該人口をいう。以下こ 従業地、通学地による人口に特例率を乗じて得た人口を
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の項及び次項 いう。以下この項 

常住人口（当該国勢調査

の結果による官報で公示

された人口をいう。以下

この項及び次項において

同じ。） 

特例人口 

昼間人口から常住人口 特例昼間人口から特例人口 

同項の人口 特例人口 
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